
5月調査 9月調査 11月調査

R5 9.3% 9.4% 15.7%
R6 11.3% 11.3% -
R5 3.2% 3.2% 6.9%
R6 3.1% 3.4% -
R5 7.2% 7.3% 12.7%
R6 8.4% 8.5% -

【資料２】

小学校全体

児童生徒数に対する認知件数の割合

中学校全体

市内全体

大志を育む 

 資料１は今年度9月に調査を実施した、いじめ認

知件数の割合を昨年度と比較して表したものです。

市内全体的には昨年度より認知の割合が大きくな

り、積極的ないじめ認知を進めているようです。ま

た資料２から、１年間を時系列でみると、いじめが

増えていくことがわかります。これらのことも踏ま

え、今後もリスクマネジメント（予見予防）とクラ

イシスマネジメント（発生時対応）両面からいじめ

対策を進めていきましょう。 

（資料２）
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5月 6月 7月 8月 9月

不登校児童生徒の推移

（文科省基準該当数）

小学校 中学校

前年小学校 前年中学校

【不登校児童生徒数の推移　文科省基準該当数】 （資料１）

不登校 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月

小学校 12 23 32 33 34

中学校 33 56 72 73 78

前年小学校 7 17 23 25 33 36 41 43 51 49 47

前年中学校 22 46 54 65 79 77 99 105 108 113 116

R5.9調査 R6.9調査 R5.9調査 R6.9調査

ａ小学校 0.0% 0.0% Ａ中学校 0.0% 0.0%

ｂ小学校 1.4% 1.9% Ｂ中学校 2.8% 0.9%

ｃ小学校 2.7% 2.7% Ｃ中学校 3.1% 2.1%

ｄ小学校 6.2% 6.1% Ｄ中学校 3.4% 2.9%

ｅ小学校 2.7% 8.5% Ｅ中学校 3.0% 4.1%

ｆ小学校 22.7% 14.1% Ｆ中学校 3.1% 6.2%

ｇ小学校 19.2% 14.3% G中学校 3.7% 7.8%

ｈ小学校 15.5% 17.3% 中学校全体 3.2% 3.4%

i小学校 11.4% 28.5%

小学校全体 9.4% 11.3% 市内全体 7.3% 8.5%

【資料１】

市内各学校のいじめ認知件数の割合

学校名

児童数に対する
認知件数の割合 学校名

生徒数に対する
認知件数の割合

 資料１、２は昨年度１年間と今年度9月までの、市内の不登校状況のデータで

す。不登校対応は、子どもたちひとり一人の課題やニーズを把握したうえで多面的

に指導・支援を行い、教師がそれぞれの個性や持ち味を生かし、組織的な働きかけ

を行っていくことが大切です。 

【不登校対処チェックポイント】 

・ 教職員の情報共有に努めるとともに、研修の充実を進めて教職員のスキルアッ
プを図り、学校全体でチームとして指導・支援を行う体制が確立されている。 

・ 学校風土を把握する学校評価等様々なツールを活用して、授業改善や快適で温
かみのある居場所づくりに努め、学校を安心して学べる場所にしている。 

・ 担任や養護教諭、コーディネーター、SC、相談員が連携して心や身体の小さ

な変化を見逃さず、学校全体で児童生徒の支援を進めている。 

・ SSRの充実促進やオンラインによる学習支援など個々のニーズに応じた学び

の保障に向けた環境が整備されている。 

・ 適切な状況把握や分析により支援の方向を定め、関係機関や専門家と連携
しながら、児童生徒、保護者に対して状況に応じた支援を展開している。 

・  
・ る。 

 

 

毎日の業務を通して 
教育支援課指導主事 野村 誠 

生徒指導担当指導主事は不登校、心の教室相談員活動状況、登下校の安全、非行防止等、生徒指導に関す
ることを担当しています。また学校訪問や巡視の途中、非行防止教室の際など、各学校に出向くことがあり
ます。実際に校舎の中に入って、学校の空気にふれ、子どもたちの活動や先生方の頑張っている様子を見る
ことはとても大切なことと感じています。情報交流や学校の様子を見させていただくことにより、見えてく
ること、わかることが多々あります。時間の許す限り足を運び、生徒指導提要を参考に一緒に考え、生徒指
導上の課題解決が前進できるようにしたいと考えています。 

いじめ調査の結果から 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校状況と学校の対応について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年１１月29日 
      （教職員向け） 

      教育委員会だより 
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発行：北広島市教育委員会 



西部中校区の小中一貫教育の取り組み

１．はじめに
　西部中校区では隣接校のメリットを活かした合同学習に
力を入れています。先日も西部祭の合唱を小６が見学し
たり、グラウンドでの体育大会を全校児童が応援したりし
ました。隣接校ならではの取組です。今回は今年度実施
した３つの合同学習とその成果をお伝えします。

２．合同学習
（１）小5中2合同体力テスト
　6月18日に実施され、小５と中２が一緒にシャトルランを
行い、互いに刺激を受けながら記録を向上させました。小
５は中２の凄さに感銘を受け、中2は年下から学ぶ意義を
発見しました。

（２）小6中3 CS防災訓練
　7月20日に実施され、実践的な防災技術の習得や協
力・チームワークの重要性を学びました。木材と服で担架
を作る方法や状況によって対応を変えること命を守ること
について考える機会となりました。

（３）小4中1 CS地域の安全マップづくり
　10月9日に実施され、小4と中1の子どもたちが協力して
地域の防災施設を調査しました。タブレットPCで写真撮
影をしMiroで各班の情報を共有。防災知識と地域理解が
深まりました。

３．学習成果の分析
　学習後の振り返りから、AIを用いて成果に関する児童
生徒の声を抜粋し、分析しました。紙面の制約上、その一
部を紹介します。

（１）異年齢交流による学習効果の向上

「中学生と一緒だと頑張れて、記録が40回も伸びて嬉
しかったです」（小5：体力テスト）

「小5は背が小さいのに100回超えの人がいて、見習い
たいと思いました」（中2：体力テスト）

（２）実践的な知識とスキルの習得

「担架の作り方や運び方を学べて良かったです。」（小6
：防災訓練）
「倉庫に災害時に役立つものがたくさんあると分かりま
した。」（小4：安全マップづくり）

「避難場所と備蓄倉庫を見学し、そこに、毛布やワン
タッチテント、ポータブルトイレなど、災害時に必要な最
低限の物資がありました。」（中1：安全マップづくり）
「防災マップづくりを通じて危険な道を把握し、近くの安
全な避難場所を知ることが重要だと気づきました。」（中
1：安全マップづくり）

（３）地域理解と社会性の深化

「中学生が優しく色々教えてくれて、家の近くにも多くの
防災用具があることが分かりました。」（小4、安全マッ
プづくり）

「災害の少ないこの地域でも、油断せず備えることと、
備蓄倉庫の場所を知ることの大切さを学びました。」
（中1、安全マップづくり）

　他にも、コミュニケーション力や社会性・協調性の向上、
目標達成による自信獲得、自己反省・改善意欲の増進、
地域社会の一員としての自覚形成にもつながりました。

４．おわりに
　このように西部中校区の小中一貫教育では、児童生徒
が一緒に学び、互いに刺激を受け成長しています。一方
で、改善点もあります。
　例えば、自分の考えをより上手に伝える力を伸ばすこと
が挙げられます。この後、２回目の小中一貫会議や小５
中２の合同学習や乗り入れ授業などを予定しています。
これらの機会を通じて更に改善策を検討します。これか

らも９年間を通じた一貫教育を続け、子どもたちの成長を
小中一丸となってサポートします！

（文責・西部小主幹教諭　山本）


